
姶良市立加治木学校

〇 家庭学習の基本的な考え方

★ テストの結果や，授業の中から課題を見付け，その課題を克服するた
めの手段を考える。

★ 課題克服のためにやるべきことを分割し，課題克服に向けて週単位，
日単位の学習の見通しをもつ。

★ その日の家庭学習に必要なものを自分で考えてもち帰る。
★ 家庭で，宅習帳などを用いて課題克服に必要な学習に取り組む。
★ 宅習帳にその日の家庭学習の振り返りを記入して，今後の学習の見通
しをもつ。

＜ 本校における学習用具の持ち帰り指導について ＞
この取組を始めた理由として

１ カバンが重くて登下校が大変だという意見があがったこと。
２ 生徒自身に家庭で何を学習するか見通しをもってほしいということ。
３ 自分で考え判断することや責任をもつ力を身に付けてほしいこと。

ただし，教室がきちんと整理整頓されていること。授業や家庭での学
に差支えがないこと。教科書等の紛失がないこと，などが大前提になる。
教科書の紛失があったり，教室の整理整頓ができていなかったりする

とこの取組は成り立たない。

実際の取り組み方
まず，自分の持ち物にきちんと記名がされているかを確認する。
帰りの会の時に，置いてかえるものを机の中に整理整頓して入れる。

プリント類は整理して持ち帰る。カバン棚，個人boxは整理整頓しておく。

〇 工夫した点★ポイント
授業で学んだ内容を，その日のうちに復習して学力を定着させる。
宅習帳を用いて，授業の内容を復習して，家庭学習の振り返りまで行う。

★ 実践例

「家庭学習ＭＧＣ」実践例

【加治木中学校２年生ＭＧＣ】
「授業で学んだことを定着させるために取り組んだ家庭学習」

（様式１）

〇 ＭＧＣの取組

授業で学んだことを
まとめて理解を定着

させる。

取り組んだ内容につい
て振り返りを行い，達成
度や今後の学習につい
ての見通しをもつ。

数学で間違えた問題の
解き直しや，小テストで間
違えた問題に再挑戦する
などその日の授業の内
容に合わせた取組を行う。


